大学通信教育における学修成果の把握 : 東北福祉大学通信教育部卒業者アンケートの分析から by 古藤 隆浩
令和元年度　日本通信教育学会　研究論集　抜刷
2020 年 6 月
日本通信教育学会
令和元年度『日本通信教育学会 研究論集』
2020 年 6 月




Visualization of Learning Outcomes of Distance Education Universities: 
Discussion Based on the Results of the Surveys toward the Distance Learning 



















































　「学習成果」という用語は 2.3 節でとりあげる 2008 年学士力答申から使用されている。ここ









































































　本学では、2006 年 3 月の通信教育部第 1 期卒業生から「通信教育部の学習を通じて、何が
得られたと思いますか」などの質問が含まれる「卒業者アンケート」を継続実施している 4）。
2018 年 3 月からはそれに加えて、「学びの振り返りアンケート」（表１・２）を実施し、代表
的な専門的知識がどの程度身についているかの把握を試みている。
　本稿では、最近の「卒業者アンケート」（主に 2018 年 3 月分　卒業者 295 名中 153 名回答・














　以上の３つは相互排斥的分類になっていないため、ａ . とｂ . など２つ以上にまたがる記述
もあるが、2018 年３月分「卒業者アンケート」の自由記述 110 件 6）を分類すると、a. 専門知








































































































































































































































































































　また、18 ～ 22 歳主の通学課程でも、本学では通信教育部とほぼ同じ教員がある程度同じ内
































































































































3）中央教育審議会大学分科会「教学マネジメント指針」令和 2 年 1 月 22 日　
















      のヒアリングを筆者要約。
10）福祉職の方からは、福祉そのものへの関心、自分で考える姿勢、人と向き合う力、聴く力、 




12） 仙台や盛岡、秋田などのいくつかの NPO 法人の創業者は、本学通信教育部の卒業者である。
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